
 
 
 

公開勉強会 のご案内 
テーマ ：  森林の保水機能（緑のダム） 

講 師 ： 京都大学教授      寶
たから
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武庫川流域委員会事務局 お問合せ 

兵庫県県土整備部河川計画課 
担当：黒田、前川、前田、植田 
〒650-8567 神戸市中央区下山手通5-10-1 
TEL 078-362-9265(直通) 
FAX 078-362-3942 
E-mail:kasenkeikakuka@pref.hyogo.jp 

兵庫県阪神北県民局河川対策室計画課 
担当：合田、木本 
〒665-8567 宝塚市旭町2-4-15 
TEL 0797-83-3180(直通) 
FAX 0797-86-4329 
E-mail:takarazukadoboku@pref.hyogo.jp 

と  き ：2005 年10 月 17日（月） 

と こ ろ ：神戸市教育会館 大ホール・ＪＲ,阪神元町駅下車徒歩 

開  演 ：13：30 ～ （開 場：13：00） 

参加対象者：森林の保水機能（緑のダム）に関心のある人 

（先着 150 名程度） 

参 加 費 ：無   料 

主  催 ：武庫川流域委員会（兵庫県知事の諮問機関） 
後  援 ：兵庫県河川協会 

昨年 3 月に発足した武庫川流域委員会は、現在 26 回を重ね、いよいよ総合治水に向けた佳
境にさしかかろうとしています。そのような中で、近年の異常な気象状況と環境の変貌は、将来の雨

の降り方や降水量の予測に困難を来し、委員会では対策に向けた議論の終着をエスコートする主役を

模索しております。 

旧河川法であるこれまでの治水・利水対策の主役は、ダムでした。しかし、新河川法では、治水・

利水に環境が加わり、三者を同時に満たすことのできる主役は、もはやこれまでのダムとは言えなく

なってきております。新しく加わった環境に負荷を来す一面や、想定外の雨量による被害は甚大なも

のとなる可能性があるからです。そこで、最近注目を浴びつつある森林の保水機能を活かした「緑の

ダム」とは一体どういうものなのか。果たして改正河川法の対策に向けた主役として、武庫川という

ステージで引用できる可能性があるのだろうか。いろいろ考え、議論をするより、まずは話を聞いて

みようということで、著書「緑のダム」に携わられた先生方をお招きすることになりました。 

後半では、ブレーンストーミング的な質疑応答の場が設定されております。 

会場位置図 


